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序

中之条町は、群馬県の西北部に位置しており、盆地、河岸段丘、丘陵

地、山間音1¥と地形の変化に富んだ自然、盟かな環境にあり、また、匡l指定

の重要文化財である日向見薬師堂や旧富沢家住宅をはじめとして、県指

定、町指定の文化財や史跡、に恵まれた町です。

近年、中之条町では土地改良事業などの開発にともなう埋蔵文化財の

緊急発制調盆がきかんに行なわれております。今回は横尾地区のほ場担

備4¥-業にともない、道路および水路部分の発掘調査を実施しました。

当地はすでに数多くの遺跡の存在が知られておりますが、今回調査を

行いました七日市遺跡では、古墳時代から平安時代の住居跡に加えて ，1;

墳時代に境火した榛名山二ツ岳の火山灰によ って組め尽くされた水田III

も見つかっており、大きな成果をあけ、ることカ、できました。本持はその

成果の慨要を報告するものですが、中之条町の古代史を解明する上で欠

くことの出来ない資料となることと，忠われます。

最後になりましたが、今回の発似調査の実施にあたりご指導、こ、協力

をいただきました関係各位に対して深〈感謝申し上げます。

平成6年 3月31日 中之条町教育委員会

教育長 中沢間夫
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1 .;$:.-.'}は、県営ほ場整備事業績尾地区に1半い、中之条町教育委員会が干成4年度に実地した、

七tJ，/i遺跡A医の発掘調在概要報告占である

2 4<;世跡は、 J洋馬県吾妻郡中之条町大7'航路七日，!fに所イiーする。

3 発掘調査は平成4年4月10日から平成4年12JJ2811まで行い、 itI物整理は平成4年度および

千成5年度に、報告書作成は平成5年度に行った。

4 発1ktllI刈1tは、中之条町教育委只会が群馬県i!'，111 I :Jt!lr.x l~'ド務所の委託を受けて実施した。

5 発lhi.訓，11tは、渋川上地改良事務所からの委託金、|主I ':ic!n~浜文化財等保存鮭備校同1$補助金、

俳馬県文化財保存事業費補助金によリ実地した。

6 "凋先制l織は以ドのとおりである。

教育長 一場秀司

社会教育B課長 植木正勝

十i会教fl係長水山隆夫 "i" .;;; U Ii.HIU量的
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7 本l'}の執事およひa制集は須崎幸夫が行ったe

8 iU梢およびi立物的写点槻影は須崎幸夫が行い、 ii'ilrYiI'xlのトレースは社会教育係枝問l篠田t充が

行った。

9 -1~1制伐における記録 ・ 出土遺物については、 '1'之条町教育安只会において保管している 。

10 制作な句ぴに本.t!r-の制JRに際し、下記の )j々 にご指樽ご協力をいただいた。(敬称略)

In 同県教育委只会、戸、川土地改良事務所、 rtj.m境研究所、株式会社測研、佐藤明人、

'i'.1lI 勉、高柳正在

11 発制調査作業員 (敬称略)

Jf柳七日1¥ 小洲幸子 金井フキエ 斉藤lt代 I~J 文校 ~'，"'inけさよ 古沢りき 'Uii J>!I 
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凡 例

1 ilH，yt 101'11:;<1 "，の断間基本線は標高で去し、 lifv記号は['H干北を不す。

2 il'll，Yi :J.f訓 '1岡町新iJ~は次のとおリてeある 。

全体1"1 1600 住居跡 1 / 6 0 水IlIJ止 1 120 

3 立hW'jj，j:物'Iuの紺iRは統ーしていない。
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I 調査にいたる経過

県営ほ場鞍備'1>業績尾地区li、中之条町の点部、名久間川町右岸に位置しており、約154haの而

僚を占めている。この地区には、奥山原遺跡、長久保遺跡などの周知的遺跡が多数存在している

ほか、平成2年度に行なった本地区の分布調設により、埋蔵文化財の包蔵地が広範囲に及んでい

ることが明らかになった。このため、渋川土地改良事務所及び町農林課土地改良係と協議を行っ

った結果、道水路部分ならびに遺構が破壊される切土部分について雌蔵文化財の発掘調査を実地し、

記録保存の情置を講ずることとなった。

II 遺跡の位置及び周辺の遺跡

中之条町は群馬県内阿部、吾妻郡町北点部に位世する。中央部を阿万川が、東部を名久旺1111が

出流し、南部を流れる苔Ji川に注ぐ。これらの河川の令流点Hifrには中之条盆地とuTばれる山IUJ

盆地が発達している.また、上記河川町流域に数段の河岸段丘が発注し、吾妻川流肢の河岸段丘

七に中之条町、 t5-)1町のdi街地が形成され、他の河川の河岸段丘上にも干J日面を中心lこJIWPや緋

地が営まれている。

じ日市1立跡は中之条町大'7繍尾1579ー 1酔地外に所在し、市街地より北京約1.5km、?"久UJ川1"i

It'の河岸段丘上で傾向360m前後の平111.1也に位世している。今凶調伐を実地した A区は、lJili且145号

線の凶側に位:liし、南には桃i朝日Iiが点討しする。調査地内現況は水凹となっている。

次に周辺に存イiする遺跡について概観する。まず様尾地区遺跡群内には‘縄文時代の奥山1M遺

跡、占墳時代のlli{i品跡とみられている長久保遺跡、名久間中学校遺跡がある。この他にも同じく

11i f1'1時代的千以泣跡、 t~ilt遺跡、挑j頼遺跡、小塚遺跡が知られる 。 なお小塚遺跡には、町史跡の

小塚古1ftがある。また名久凶川，t.jI;lの干I也l正では、田I史跡の樋以81)1をはじめとする平山噴鮮の

ほか‘昭和61年度に凋伐された下 l勺立跡とU{1相63年度調去の下!JL向遺跡 世田遺跡が、名久間川

~t岸の大塚I也氏では純文時代の諏訪1M遺跡のほか.昭和59 ・ 60年度に調査された五卜嵐遺跡と宿

;明li立跡、市街地周辺では11日和54年度調査の天台瓦宅遺跡、中之条駅前および駅南ー術的天神遺跡

専カfあIfられる。

III 調査の方法と経過

本調査に先立ち、、l'成4年 2月10円から、F成4年3月31日にかけて、道路及ぴ水路の新設予

定地について、 i立村iの有無ならびに分布状況の把雌を目的とした昨認調貨をトレンチ法を用い

て千Iった。本調1tはこの確認調査にJJ，iづき、遺構が確認されたトレンチを道水路悩まてすぜ帰して

一 I



第 1図遺跡の立地と周辺の遺跡 (1/50，000)

l七日，h遺跡 2奥山1Ji¥、遺跡 3k久保遺跡 4 :1'，九lU1¥'γ校遺跡 5干i}{遺跡 6尚出遺跡

H尭4判遺跡 8小塚遺跡 9樋塚占1ft 10下、l'遺跡 WFbt尚道跡 l2'ii'llI 遺跡

13.11ωIj/JI-遺跡 14五十嵐遺跡 15lii訓遺跡 16 "台月一窯遺跡 17天神遺跡、

実施した

吊機によるぷ上刻ぎなど本f'!¥a"Jなs制作li‘ド成4年 5J 1からIJ;;J始し、当初は.l1t.I1'tJUJJ日lを8JIよH

までと F定していた。しかし、凋先'x地中に仁仏.1-""1がl'i1一変更となり、さらに新設のi白本路!i<

ぴ切 l郎分がillJJIlされることにな ったため、 s制作WIHIIを12J1 28日まで延長して引き続き.l1IWを'土

地した

なお、クリ γ ドについては国家座燃を用いて 5ml:lH械で設定し、よ記については座際仙の ト3ケ

7をそのまま使用した (1911345-585グリ y ドは、 X 66345・Y=-86585を

d、す)
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第 2図 七日市遺跡A区調査区設定図 (1 /5， 日o0 ) 

W 基本層序

.!l 
111 1 363.0m fJtW 1 決II¥J8料引を少lef含む、灰色を'!!する

1I '，1.¥ ~品色 i ('kll¥1 B軒引を多く含む

V 
111 ll{'i悩色 l ドA7ロ ソク (小) ・ いl')を少;ll合も

W ト，¥1同 。u土を 'I!する
362.5m v '，1，1，色 l ハ ミえ を微IE;含む

四
VI uti ~~尚色 l ロームf付与肘

刊 ロ ム111

第 3図 土層堆積図
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V 検出された遺構と遺物

1号住居跡

345-585グリ ッドに位置する。調査トレ ンチの凶側に接しており、全体の1/2の調作

である 。 見!I:.~は;式銅トレンチによりはとんど削->F されている 。 脱枚は南北間て"'7.22 m 、 i' j!fi形は

}j形を:止するものと推定される。

床 1l!Îは、ロ ーム層まで~~l り込まれており、、1'1 11 でかたく し まる 。 I:.~は妓存する南北喰でほぼiJi:

i立に立ち上り、堕日は最大て"'20cmである。柱穴は邑村火が24'確認された。また、この七tJ火か

ら束岐にイ'1'ぴるtaJ仕切り泌が確認された。貯蔵穴は、北i主に媛して雌認されたピ y トが相当する

と巧えられるが、規段、形状とも不明である。

遺物は上附 ~f片がff- ( 出土したほか、管玉 1 山、計t:rï裂政i立品 5 出などが出土 している .

o 

同
機土

ラP¥
¥ご三量。

<11∞ 

第 7図 1号住居跡実;.'J図
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[11.住居榔)

1 F A 

2 .褐色土 "プU クl小 l中争含む

F可11 輔褐色土 。-1プロ '小争微量含む
山 ‘ 覗儒色土 oームプa 7+1を微量含む

処土プロ タ+!'含む

S 場町再褐色土 o 1プ" 7: 1 をうレ..ι
L =163.0m 

2. 



1号住居跡出土遺物

一 -一ー
醸妥.総立l
能率I対ヘぞl
iみλ11市川
1号住居跡遺物出土状，見

2号住居跡

1号住居跡全景

3 3 0 -5 9 0グリソドにi立山する。調作 トレンチの内側に按しており、全体的2 3向調

査である 規肢は市北問iで6.85m、平Illi形は }J形を呈するものと推定される

ローム上層まで悩り込んで床としているが、北東コーナーおよひ1有壁付近で貼り1"，を地してい

る。南東コ ナ 付近は広い範聞にわたって撹乱を受けており、残存幌高li故大て"15cmであるカ

7 ドは北墜にEi止i泣きれている。両側lともほとんど妓らず、わずかに右1111の 古[1が残存する程度で

ある。また、7)"7ドi両而に用材と年えられるイ.jHが残存している。掘り方で主村火か3本政認さ

れたほか、 ~U( コーナーで貯雌穴力、保 11.2.された 。

遺物はカ7 ド周辺からはほ完形の土+4山のほか、裂などが出仁している。

2号住居跡出土遺物

6 
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第 B図 2号住居跡実測図

2号住居跡出土遺物

7 



2号住居跡遺物出土状況

A 

A 一一一一一一一ι

だ三三三三三三三マ

B B' 

2号住居跡全景

(3号佐屠.)

I .作土

2 暗.全土山プロ ，7(小)を少量含む

2 ・・色土 "プ"17 ( ~' ) ~含む

4 ・0・色土 "プ0，タ(小)をやや多〈含む

， .阪‘色土 "プロ ， タ I ~' )を少置含む均一，〆 70 ， 7を樋E含U

6 隈・色主 FA70 Iタ(小ItH含む句陸上7"l7tl'含u

L =362.0m 。 2m 

第 9図 3号住居跡実測図 3号住居跡出土遺物

3号住居跡

275-560グリ yドに位置する。調査トレンチの北側に擁しており、全体の2/3の調先

である。南壁1;1:試掘卜レンチにより削ギされている。規校は東西で3.09mを測る。

床l両はロームプロ yクを含むll!褐色土で貼り床としている。壁t白は最大て'28cmである。カ7 ド

は点肢の南東コーナー付近に設置されている。AI存状態は:也〈、左袖が一部残存する位!主である。

村穴は 1本体認されたのみである。町j:j哉氏はカ71左脇で確認された。

J宜物は少なく 、!百蔵穴付近に偏って出 iーしている。

8 
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B 

3号住居跡出土遺物

一ー=ム斗一

3号住居跡全景

ul 

0' 

~ A' 

一""，'，豆=主EEEEEミミE 言三r "号住居・)

1 瞳‘色土 '̂プロ '1<、)を..含ι
2 暗・色土 FAプF，タ(小)を含む

3 喧・色.tFA1ロソタIAを・E舎も

ロ ムプロ タ(小、を.量含む

B S' 墨・色主

第10図 4号住居跡実測図

4号住居跡

5 ‘薬褐色土

， ，長月夜褐色土

L =363.5m 
2m 

385-655グリ ッドに位置する。調査ト レンチの西側に接しており、全体の 1/3程度の

調査である。北京コーナーが5号住居跡と重復し、本住居跡が新しい。規悦は南北で4.8mを測る o

床lfiiは5-IOcm程の貼り床が施されているが、やや軟弱である。残存U，!;;rsは誠一大で5cmである。
カ7 ドは東壁中央に位置する。ilI存状態は悪〈、 105cmX 70cmの矧り万と床i[i1: Iこ焼土の散イ「が

認め句れた位度である。掘り方で主柱穴が1本確認されたほか、!作成穴が南東コーナーで確認さ

れた。

itI物は少ないが、甑、小型昔fがそれぞれ l占出土している。

- 9 -



4毒
4号住居跡出土遺物

S' 

4号住居跡全景

B 

4号住居跡遺物出土状況

~ 

¥く大
ふι

「""'=主

⑨ 

ゐι

一旬、
u 

d 

ムι

--¥8 cと 7

ムι

2m 

\、----戸~--ー
~ \ぞ'

3 ・.色土慢土7ロ '~y・含む

6 ・・・色i ". ~7" '1ト+U含も
7 ・・色主 z ム70 ，小&含む

. ..色土ロム"'10.，イト&やJf>J:含む

"包曹.
I I同防士

2 ・・色土 Btl6H含む
JfA 

-“ 色i ，ー;;.1'を舎の 7r;J.11争・置倉も

5号住居跡出土遭物
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5号住居跡実測図第11図



5号住居跡柱材出土状況

5号住居跡

5号住居跡全景

3 9 0 -6 5 0グリ ンドに位置する。調在トレンチの束相1Iに筏しておリ、全体の1 4 rn主の

調布である。南西コ ナーが4号住居跡と屯惚しており、本住肘跡が古い。規険、干i自l形とも不

U)Jである。

(1.情のIfJlり込みはローム層まで達しておらず、県色上層11-1にlよを桃築している。l告は遺構確認

而が!止かったた的ほとんど残存しておらず故大で 9cmである。柱火は王柱穴が1本確認された。

遺物は習をのほか、柱穴内から位付の一部がIH土している。

6号住居跡

320-610グリソドに1古川する。調査区内北個1Iおよび南相1Iに接しており 全体の2/3位

伎の調査である。規校は東丙で7.50mを測る。

討併の掘り込みはロ ム桝まで注してお勺ず、明色土1M'1'に床を椛築している。床1"1は、、I'!H

であるが軟弱である o 駅南は丙培て..24cm、東併は削ギによリはとんど残っていなL、。住居内の2

今所てれ焼1.の!ょがリが認的句れた。1M1)方でピ ソトが5l'雌認されたが主柱穴に相当すると4え

句れるのは 1本のみである。

遺物はr:'h1不のほか、?fI-，{--j製校iE品がl山n¥土している。

6号住居跡出土遺物 6号住居跡全景
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第12図 6号住居跡実測図
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------J 戸 J 戸-

3 

A' ~ 

ベ'~ 

B' 

285-635グリ y卜に位;置する。調先卜レ ンチの問。111に按しており 、全体内1/3のJ制作

である 。 組十見は fij~tで6.08 m を iJIII る 。

ローム1:層まで掘り込んで床としているがやや凹凸がみられる。壁は自1)干によりほとんど残っ

ておらず‘段大で8cmである。カ7 ドは*Il!:r!l;とに位置する。億焼部はわずかにくぼみが見られ

矧i白書11は緩やかに立ち上がる。主位穴が2本砿認され Iti'蔵火は南東コ ナ で体認された

J世物は少~:1，.、が、臼liが1市出仁Lている

12 



k 刊
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L==361.5m 
2m 

7号住居跡出土遺物

8号住居跡

『そ可ι←

A' 

第13図 7号住居跡実測図

O 
@ 

7号住居跡遺物出土状況

B' 

B' 

290 625 グリゥドに付置する 。 凋作トレ/チの止問 I~jをしており、 |じ点コーナ一応分は

未s制10である。上社4日l土4.74111X4.63m、千1M1[; Iよ11I1}jn，そ，1 ~している l

ローム 1-， 1(1 まで制。)込んで I~~ と L ている I判明、阿喰を調作時にlf.，:'1 -1ぎてしまったため、咲

川はかろっ Lて，Hr-Iる点壁で 7cmであるの件六力、2卒、!行政/、と弔えりれるヒノトか 1~，肝El t:!.

さIIてL、る

3立f却はず;十15!E、rr，ij.tイ、などが:HLL てL、る。
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第14図 8号住居跡実測図

2m 

8号住居跡出土遺物 8号住居跡全景

古墳時代水田祉

今回グ〉訓有で 11I F A 1(1ト内*川JIIプji6在必された 水川は小lメ[iJlj水田釘よび大|メ [rllj水凹カ、総

政で 26111IJ i物:1\されている現時 lli ではj'(N ~::叩l' などがイ、允分でh ることかり、 ニニて"'(j:ill怖の概

要をごく愉ぷに込べるにIiめたい

14 



( 1 )小区幽水凶(第16図~第21凶)

A-1トレンチ北側およびA-5トレ/チで険n¥された o FAI(1は現地表 j'"40cmにlOcm前後の
厚きで堆附している。標，百l土調査区の」じ端で365，40111、出端で363，20111とやや南に傾斜している。

水田は j，畦畔により 1><:1~'i された区(111)内を さらに小吋畔で制11分 L ている L のと Jj.~ り札、形状

は一見したところ、 2mf.ll.の万形ないしはやや南北n，iJに長い(2，4 m紅)長方形のものが多い。

小畦剛は下悩10cm.市さ 5cm前後である。

水Uはすべての水rnに見られるわけではないが、点丙}j!iIJの耐にl立け ι汁[たものが多いよ 7て

ある 水111の耕作土は帖刊の強い崎市川色土で、!干さ 5-10cm料、本1111111はi'ff!lJ)jlllが比られる

Lのの、明昨に足跡と 1'11断できるものはぽt認されていない また泣物もI-H1していな， '0もお、

本田耕刊にともなすと与えら札る本尚が1条検:Hされている I1 号溝、 ~\22凶)。

(2)大|互[ih)水田

A-3、A-4トレンチ Im21図~抗22f<1)およびA-11レ/チ南側、A 2トレ /チ (tR

231均一司¥25図)で検出された。 FA '11のPIさは10-20円nである。水1111枚を半全に検n¥したwリカ 1
ないので焼悦および形状がイ、明なものが多いが、 A 1卜レンチ南側の水出は伝Ji形を呈してい

ると丹え句れる。

'1畔は A 3、{¥-4トレンチて F恥¥50cl!l)Iij徒、 I~ :)さは10-20(，111+，，' 1¥ -2およひ .¥ 1 1レ

ンチ市川で卜似60ctn 、 r~;j さ 10cm ，f't: でh る。

水111土1¥-3、1¥-4トレ/チでそれぞれ1前所町i;，.2，された。糾刊I'.llH白山川色 1で、りさは

10-30clIIである。水川l耐の状汎は小l'そ[111]水!日とjnJ憾で、足跡等 L6if ，i2.されていない 出物はA

3 卜レンチ内 11刊の畦十J"j!i:かり i 器小 }~T が出 l している。また、 A トレンチ I Íj1削で検n¥きれた大樹i
かり15-20cIII大内レキととむに l慌の小片力、数多くn¥!しているはか 回!叫かり'1のflll'!j;村と L
て{止l司LたLのと与えわれるIJln村が険:Hされている 1"，23図~第24州、万点目)。

Urj協色 l 日中tイIを多く :;;-L 地iJtf1'1 

1I f'f ，'.1.[，色 1'， ハミスキ"を少l，lfヶL

364.5m 111 ト人色 l ハミス (小)を少l止命む

111 寸
W 1:1<ドl色 i 砂't'[ ハミス (小)そ少;1???む

V 淡1ft色 l FA 

明 i晩J'J'}:k色上 F A;Jく111耕門 l

364，0 m 刊 以1'1色 i 6 'i'i-Iーをブロソ;7，j，に符ι

刊l F人l'1 (主判1'{'(1

第15図 水田祉土層堆積図
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囚水田祉作業風景

図水田祉全景(A-1北)

国水田祉全景(A-5) 

回水田祉会景(A-3) 

回プラン確認状況

回水田祉全景(A-1北)

固水田祉会景(A-4) 

図水国主t全景(A-3) 
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第17図水田祉実現IJ図
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第18図水田I止実測図
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第19図 水国主上実測図
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第20図水田祉実測図
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園水田祉全景 (A-1南)

回加工材出土状，見 園水田祉全景 (A-1南)

3水田祉全景 (A-2) 
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第21図水田祉実測図
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第22図水田祉実測図
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VI まとめ

ノト1"1の，).1111'で11r - f A下町水m祉か検出された I"J憾の木111hlは疋神泣跡でむ，).IJ1'1:されてお

1) .中之条町地域においてιこの時代に広範1111に水川緋f1ヵ、行なわれていたことカ、lijJ，'，かにな っ

た。道水路日1>分という町tりれた区域的IJl，j併であったので、}立跡の全体をAilるには去りなかったL

の町、 i't'T(な成果を得ることヵ、ていきた。

じ11dij立制'A区では、小|えl町ノk川およひ大|メ[llJj水111が2611(11検11¥されている。この 7ちの大|メド"1

4且lについてみると、 A-3、A 4卜レンチの水11I;11に比べA-1卜レ/チlti側、 A 2トレ

/チ向車川社はややifI存状態が惑かった A 3、A 4トレ/チの本町カ、地点トII0cmにある

のに対して、 .A 1トレンチ南側では地ムド170cmであリ、上圧の関係て1立存状態に書か11¥たと

も考えられるか、プラントオノ、ール分析町村，恥では A 1 トレノチの北側の小|え l由I 水1I 1 て|吋~'J

12.500伽1 gであるのに比べ、南側の大lメ[Ilri水川では‘|ι1;18，900fiI1 gとfJkc、数Illtとな っている

こと Lあり、 FAの降下直前まで A-1トレンチIHIIIII、A 2トレンチの水田担lで水111111刊かir

主われていたかどうかについてはず;1疑問ヵ、地る この山については今後円検.0-1'，且Mとしたい
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